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笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

特　　集

・相楽暮荘（ソウラク クラソウ）

・空き家を有効活用しませんか？

表紙写真：高山ダム駅伝大会



特　集特　集

　京都府山城広域振興局が 3 町村へ移住した移住者を「移住呼びかけ人」
と認定し、移住経験を活かした地域の情報を発信しています。
　「相楽暮荘」とは都会の移住希望者に相楽東部 3 町村の移住生活の魅力を
発信するホームページ名です。

（ホームページ URL：http://soraku-iju.jp/）

（ソウラク クラソウ）

相楽暮荘では、相楽東部に移り住んだ人たちや、
もともと住んでる住人と、これから京都南部の田
舎暮らしに足を踏み入れようかを考えている移住
希望者の方をつなぐために京都府山城広域振興局
と移住呼びかけ人が進める移住促進プロジェクト
です。

問合せ　山城広域振興局農林商工部地域づくり推進室
　　　　　　担当者：児島　　　　　　☎ 0774・21・2186    0774・22・8865
　　　　笠置町企画観光課　　　　　　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　和束町企画観光課　　　　　　☎ 0774・78・3001（代表）
　　　　南山城村むらづくり推進課　　☎ 0773・93・0560（直通）

○笠置町ツアー　【３月 11 日（土）】

○和束町ツアー　【３月４日（土）〜５日（日）（一泊）】

○南山城村ツアー　【２月 25 日（土）/ ３月 12 日（日）】

「移住呼びかけ人」が移住希望者に対し、ツアーをおこないます。

移住生活体験ツアー（暮らし人を訪ねるツアー）
   相楽東部の移住を促進するため、移住呼びかけ人の仕事や私生活の一部に触れ、
打ち解けた会話を通じて、彼らの生き生きとした移住生活を伝えるツアーを 4 回に
分けておこなっているところです。※２月 25 日（土）実施分のツアーについては終了。

西館万理さん

矢守紗奈絵さん

藤田　敬さん

ブロジェット育子さん

山田一貴さん

坂本英人さん

下村美香さん

坂内謙太郎さん

中村広美さん植田　修さん

岡田良太さん

吉田惠美さん
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特　集特　集

南山城村

笠置町　笠置町は、「笠置町にある空き家を他の人に
売ってもいい・貸してもいい方」と「笠置町に
住みたい方・笠置町を拠点に活動したい方」と
の紹介をすることにより、町内にある空き家を
有効活用して、地域の少子高齢化の軽減及び過
疎化の解消を促し、若年層の定住化や町内人口
の増加、地域活動の維持、活性化に寄与するこ
とを目的としています。
　「笠置町にある空き家を他の人に売ってもい
い・貸してもいい方」は、空き家バンクの登録
にご協力をお願いいたします。

問合せ　笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）

問合せ　南山城村むらづくり推進課　☎ 0743・93・0560（直通）

空き家バンクの流れ

　南山城村空き家バンクは、村内にある空き家を有効活用することで移住・定住を
促進し、地域活動の維持と活性化を図ることを目的としています。
　家は人が住まなくなると、あっという間に老朽化が進みます。住まなくなった、
または使わなくなった空き家をお持ちの方で、管理にお困りの方は、入居者に管理
してもらうという気持ちで貸し出してみてはいかがでしょうか。

空き家を有効活用しませんか？

※宅地建物取引業者の仲介に関しては、利用希望者・所有者間の
　話し合いによる。

登録の申込み

現地調査

利用者情報

交渉・契約

情報提供

所有者情報

利用の申込み

交渉の申込み

当事者で交渉・契約

交渉・契約宅
地
建
物

取
引
業
者

笠
置
町
役
場

空
き
家
の
所
有
者

空
き
家
の
利
用
希
望
者

・�登録に際しては、物件の現地調査（建物内部含む）のほか、登録のために必要な調査をおこなう場合があります。
・�空き家バンクへ登録しても契約が成立するまでは、空き家の維持管理及びそれにかかる費用は所有者のご負担に 

なります（村は登録物件の維持管理はおこないません）。
・�村は契約交渉等のあっせん、媒介はおこないません。また、それに伴うトラブルについても関与しません。当事者

間での解決をお願いします。

まずは
役場へ連絡

所有者・役場職員・
契約アドバイザーで
物件確認

登録申込書・
登録カードを提出

登録通知後
HPで情報公開

・空き家バンクの説明
・物件の所在や所有者
の連絡先等を
お伺いします。

・外観、室内、設備等の
状態を確認し
登録の可否を
判断します。

・登録可であれば
登録申込書に物件の
詳細・希望価格などを
記入し村あて提出して
ください。

・空き家バンクに
登録したら登録通知を
所有者あて送付します。

・村HPで情報公開を
始めます。

空き家の登録をしてみましょう！

【注意】

【注意】

　町は、空き家登録者及び空き家利用希望者
に対して、空き家の利用に関する交渉、売買
及び賃貸借等の契約については、直接これに
関与しないものとします。
�　契約等に関する一切のトラブル等について
は、当事者間で解決するものとします。
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まちの話題まちの話題

第 40 回全国育樹祭感謝状
　全国育樹祭は、継続して森を守り育てることの大切さを普及啓発するため、昭和 52 年から毎年秋季に 
おこなわれています。
　笠置町老人クラブ連合会は、天皇皇后両陛下がお手植え
された樹木を皇族殿下がお手入れする「お手入行事」に向け、
花苗 600 株の飾花育成をおこないました。
　2 月 8 日（水）に、京都府山田知事より府内の緑を守り
育てる活動に取り組む、笠置町老人クラブ連合会含む、187
の団体や個人に感謝状が贈呈されました。

笠置町

茶源郷・和束 PR 大使委嘱式 和束町

　2 月 19 日（日）、グリンティ和束で「茶源郷・和束
PR 大使」の委嘱式がおこなわれました。
　茶源郷・和束 PR 大使は、和束の茶業等の普及宣伝
や知名度向上に貢献する活動をおこなう方に委嘱して
おり、今回は昨年 11 月 19 日（土）、20 日（日）に
おこなわれた「ジャパン ベトナム フェスティバル
2016」で茶源郷・和束 PR に貢献していただきまし
た奈良女子大学の学生 12 人に委嘱致しました。
　委嘱されたみなさんにおかれましては、茶源郷・和
束 PR 大使として、国内外問わず積極的に茶源郷・和
束の PR をしていただくことを期待しております。

表彰おめでとうございます
　平成 28 年度に笠置町青少年育成委員会の堀吉一委
員と杉岡義信委員が京都府から表彰を受けました。
　堀委員と杉岡委員は昭和 60 年に青少年育成委員に
委嘱され、以来 32 年間、青少年育成委員会の役員と
して活動してこられました。
　その多年にわたる青少年非行防止活動と健全育成活
動が評価され、堀委員は 11 月 5 日（土）に京都府警
察本部及び京都府少年補導連絡協議会から、杉岡委員
は 11 月 27 日（日）に京都府知事から、表彰状をそ
れぞれ授与されました。

笠置町

笠置町老人クラブ連合会のみなさん

委嘱状を手に記念写真

杉岡義信委員堀  吉一委員
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まちの話題まちの話題

今年も若者会議を開きます
・�若者同士で集まって、南山城村のことを考えてみませんか？
・�昨年度のふりかえりと、これからの展望について話し合い

ます。
・�概ね 18 歳〜 39 歳の若者の参加をお待ちしてます。村民以

外の方も OK ！
・�参加希望または興味のある方は下記までご連絡ください。

日　時　3 月 18 日（土）午後 7 時〜 8 時 30 分
　　　　（午後 6 時 45 分より受付開始）
場　所　やまなみホール研修室
問合せ　南山城村むらづくり推進課
　　　　☎ 0743・93・0560（直通）
　　　　 d-murazukuri@vill.minamiyamashiro.lg.jp

南山城村

京都ゆぶね「春よ恋ひ」エンデューロ開催 和束町

京都府農業士に認定
　1 月 24 日（火）、新・都ホテル（京都市）で京都府農業士の認定式がおこなわれ、南山城村からは中窪
耕司さん（田山）、東尾正明さん（童仙房）が指導農業士に、仲　純輝さん（高尾）が青年農業士に新たに
認定されました。
　指導農業士は、優れた農業経営をおこないつつ農村青少年の育成に指導的役割を果たしている方で、青
年農業士は、他の農業青年の模範となる経営をおこなっている方が対象となります。
　中窪さんと東尾さんは茶、水稲を中心に農業経営をする中で、南山城村の茶業振興、農業振興のため中
核的指導者として力量を発揮されています。
　また、仲さんは茶を中心に農業経営をおこ
ない、その経営を法人化して代表をされるな
ど他の農業青年の模範となる農業者です。
　今後は、自己の農業経営と資質の向上など、
地域の農業者等へ指導や助言をいただけるこ
とをご期待申しあげます。

　マウンテンバイクイベント京都ゆぶね「春よ恋ひ」エンデューロが湯船森林公園内で開かれます。一周
約 4km のコースを 4 時間走り続け、何周したかを競い合います。毎回多くの方で賑わうこちらのイベント
に是非ご参加、ご観覧ください。
※問合せや申込みは下記まで。

日　　程　3 月 19 日（日）
開 催 地　和束町湯船森林公園内「MTB　LAND」
募集期間　3 月 10 日（金）まで
参 加 費　一般 5000 円、中学生 3000 円、小学生 2000 円　他
申 込 み　ゆぶね　MTB　Project
　　　　　 http://main.846.info
　　　　　☎ 0740・22・2256
問 合 せ　和束町地域力推進課　☎ 0774・78・3001（代表）

南山城村

仲　純輝さん（高尾）東尾正明さん（童仙房）中窪耕司さん（田山）

昨年レース時の様子

昨年の様子
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まちの話題まちの話題

第 24 回 相楽少年の主張大会

ラッピング列車が走ります！
車窓から「お茶の京都」を感じるツアーに参加しませんか。

　2 月 19 日（日）、南山城村文化会館「やまなみホール」において、
第 24 回相楽少年の主張大会が開催され、連合管内からも 6 人の小中
学生が出場しました。
　発表者は、「人権」「平和」「環境」などをテーマに、日々の生活や
学習を通して感じたこと、伝えたいことを堂々と発表しました。
　それぞれ奨励賞に選ばれた 6 人の小中学生も、自分たちの考え
をしっかり主張し、その思いは会場のみなさんの胸に届いたことで 
しょう。

日　　時　3 月 18 日（土）　午前 9 時〜午後３時
集合場所　JR 加茂駅西口　
内　　容　�JR 加茂駅から JR 大河原駅まで関西本線ラッピング列車に乗

車後大河原駅からバスでラッピング素材等の撮影地巡り（JR
加茂駅にて解散）

定　　員　20 人（先着順）
申　　込　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102（直通）
問　合　せ　笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）
　　　　　南山城村総務課　　☎ 0743・93・0102（直通）
　　　　　　　※集合時間等の詳細は、改めて参加者に連絡します。

連　合

〜みんな元気にすごせますように！〜
3 町村保育園（所）節分行事

３町村

　2 月 3 日（金）、戸外でもぽかぽかと暖かな日 3 町村保育園（所）では節分行事がおこなわれました。
　笠置保育所ではあらかじめ自分たちで作った鬼の被り物を身に着け、節分に関連する紙芝居と絵本を見
て、歌を歌いました。豆を先生からもらうと、突然赤鬼と青鬼が現れました。泣き出すこどもたちもいま
したが、豆をまいて鬼を追い払うことができました。最後は等身大に作られた鬼の模造紙にボールを投げ、
楽しい節分となりました。
　和束保育園では、ホールで園長先生の「みんなの心の中にいる泣き虫
鬼や、いじわる鬼を退治しましょう。」とお話の後、各クラスごとに幼児
は園庭で、小さなこどもたちは、ボールを持って、保育士が変装した鬼
に向かって、元気に豆まきをしました。
　南山城保育園では年長児が自分たちで作った鬼の面をつけ、園庭に登
場。“ぞうぐみ鬼”に向かって、みんなで豆をまきました。しばらくすると、
園長先生扮する“鬼の親分”が現れ、みんなで豆をまき、お腹の中にい
る鬼を、追い出すことができました。おやつには、幼児組が無病息災を願っ
て、年の数だけ福豆をいだたき、楽しい節分となりました。

奨励賞

　 小学生の部 　萩原　充さん　山村　茉奈香さん　布施田　遥名さん

　 中学生の部 　福田　隆晟さん　柴垣　萌さん　松本　明華さん

和束保育園

相楽東部広域連合管内の出場者のみなさん
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い
し
ゃ
べ
っ
て
情
報
交
換
・ 

コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
・
お
い
し
い
お
や
つ
と
お
茶
・ 

音
楽
療

法
で
元
気
充
填

費　

用　

２
０
０
円

問
合
せ　

南
山
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4
（
直
通
）

　

南
山
城
村
で
は
、
4
月
1
日
（
土
）
よ
り
、
村
内
を
運

行
す
る
村
営
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
時
刻
や
バ
ス

停
を
追
加
、
変
更
し
ま
す
。
時
刻
表
等
に
つ
い
て
は
折
込

の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

主
な
変
更
点
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
道
の
駅
へ
の
停
車
は
４
月
９
日
（
日
）
よ
り
行
い

ま
す
。

笠置町支部作品展・学生の部笠置町支部作品展・学生の部

笠置町支部作品展・一般の部笠置町支部作品展・学生の部

新路線　H29.4.1 より 現行路線　H29.3.31 まで

高山大河原線村営バス

　通行区間
　　高尾松笠〜田山〜道の駅〜役場方面
　運行日
　　平日・土日祝（年末年始のみ運休）
　乗車定員
　　28 名

村営バス

　通行区間
　　高尾松笠～月ヶ瀬口駅
　運行日
　　平日朝・夕のみ
　乗車定員
　　34 名

大河原コミュニティバス

　運行日
　　月・水・金・第２土曜日
　　（年末年始祝日は運休）
　乗車定員
　　13 名

コミュニティバス

　運行日
　　毎週水曜

　乗車定員
　　28 名
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保健・福祉保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
24
「 

高
尿
酸
血
症
」
の
話

　

健
康
診
断
な
ど
で
「
尿
酸
値

が
高
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
尿
酸
値
が
高

い
高
尿
酸
血
症
が
引
き
起
こ
す

病
気
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
痛
風

だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

尿
酸
と
は
プ
リ
ン
体
を
代
謝

し
た
結
果
生
じ
る
老
廃
物
で
、

腎
臓
か
ら
尿
に
溶
け
て
排
泄
さ

れ
て
い
ま
す
。
プ
リ
ン
体
は
食

品
と
し
て
体
の
外
か
ら
供
給
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
体

の
新
陳
代
謝
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
に
よ
っ
て
体
内
で
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
リ
ン
体

か
ら
作
ら
れ
た
尿
酸
が
増
え
す

ぎ
た
場
合
、
溶
け
き
れ
ず
に
結

晶
化
し
、
体
の
い
ろ
い
ろ
な
部

分
に
沈
着
し
て
害
を
お
よ
ぼ
し

ま
す
。
痛
風
は
尿
酸
の
結
晶
が

関
節
に
沈
着
し
、
激
し
い
関
節

の
痛
み
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

関
節
に
次
い
で
尿
酸
の
結
晶
が

沈
着
し
や
す
い
の
が
腎
臓
で
す
。

　

高
尿
酸
血
症
を
放
置
し
て
お

く
と
慢
性
腎
臓
病
に
な
る
こ
と

が
あ
り
、
腎
機
能
が
低
下
し
て

老
廃
物
の
排
泄
や
水
分
調
節
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
高

尿
酸
血
症
に
な
る
と
尿
が
酸
性

に
傾
き
、
尿
酸
が
尿
に
溶
け
に

く
く
な
る
た
め
尿
路
結
石
が
で

き
や
す
く
、
尿
管
に
つ
ま
る
と

腰
か
ら
腹
に
激
痛
が
起
こ
り
ま

す
。
近
年
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、

糖
尿
病
と
い
っ
た
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
高
尿
酸
血

症
の
密
接
な
関
係
が
わ
か
っ
て

き
て
お
り
、
合
併
す
る
こ
と
で

動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
起
こ
し

や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

尿
酸
を
下
げ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
食
事
の
総
カ
ロ
リ
ー
量
を

抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
肥

満
の
方
は
尿
酸
値
が
高
い
こ
と

が
多
く
、
体
重
を
減
ら
す
こ
と

で
尿
酸
値
も
下
が
り
ま
す
。
プ

リ
ン
体
を
多
く
含
む
肉
類
、
内

臓
類
、
魚
の
干
物
な
ど
は
摂
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
ビ
ー
ル
に

限
ら
ず
ど
ん
な
種
類
で
も
代
謝

さ
れ
て
尿
酸
値
が
上
昇
し
ま
す

の
で
、
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

甘
い
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
等
に
含

ま
れ
る
果
糖
も
同
様
に
注
意
が

必
要
で
す
。
散
歩
な
ど
の
適
度

な
有
酸
素
運
動
も
必
要
で
す
が
、

激
し
い
無
酸
素
運
動
は
逆
に
尿

酸
値
を
上
昇
さ
せ
ま
す
の
で
避

け
ま
し
ょ
う
。
水
分
を
よ
く
と

る
こ
と
と
、
尿
を
ア
ル
カ
リ
化

す
る
た
め
に
野
菜
・
海
藻
類
は

積
極
的
に
摂
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
れ
で
も
下
が
り
に
く
い

場
合
は
、
薬
物
治
療
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

下
里
医
院　
　
　
　
　
　

　
　

下
里　

豪
俊

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
す
る
人

　

職
場
の
健
康
保
険
、
国
保
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
、

す
べ
て
の
人
が
国
保
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

届
け
出
を
し
た
日
で
は
な
く
国
保
の
資
格
を
得
た
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
資
格
を
得

た
日
か
ら
14
日
を
過
ぎ
る
と
、
届
け
出
ま
で
の
間
に
か
か
っ

た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
喪
失
後
に
国
保
の
保
険
証
で
受
診
し
た
場
合

は
、
国
保
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
と
他
の
健
康
保
険
料
を
二
重
で
支
払
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

他
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
、
国
保
は
自
動
的
に

喪
失
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○�
届
け
出
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
入
が
必

要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と
届
け
出
に
来

る
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
別
世
帯
の
方
が
代
理
で
届
出
を
す
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　

笠
置
町
税
住
民
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

　

和
束
町
税
住
民
課　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
代
表
）

　
南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4（
直
通
）

○
申
請
免
除
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
免
除
や
納

付
猶
予
に
な
っ
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
は
、
保
険
料
免
除
は
保
険
料

を
納
め
た
時
に
比
べ
て
２
分
の
１
（
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
免
除
期

間
は
３
分
の
１
）
に
な
り
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　

申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
家
族
の
方
の
所
得
の
多
寡
は

問
い
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

◦
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
・
年
金
手
帳
・
印
鑑

◦�

退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請
を
お
こ
な
う
と
き
は
、 

退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

　

※�

雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
南
年
金
事
務
所　

☎
0
7
5
・
6
4
3
・
2
5
4
7

　
　
　
　
　

笠
置
町
税
住
民
課　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
（
代
表
）

　
　
　
　
　

和
束
町
税
住
民
課　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
（
代
表
）

　
　
　

南
山
城
村
保
健
福
祉
課　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
4
（
直
通
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
・
学
生

納
付
特
例
申
請
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く

　

相
楽
医
師
会
で
は
高
尿
酸
血
症
に
関
す
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
３
月
25
日(

土)

に
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
本

誌
の
お
し
ら
せ
・
催
し
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
に
つ
い
て

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
負
傷
の
た
め
、
国

保
の
保
険
証
で
治
療
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
国
保
に
連

絡
し
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
は
国
保
が
立
て
替
え
、
後
で
国
保
が
加
害
者
に
請
求

し
ま
す
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
示
談
を
済
ま
せ
た

り
す
る
と
、
国
保
が
使
え
な
く
な
り
、
立
て
替
え
た
医
療
費

を
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必

ず
国
保
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前 8 時 30 分～

午後 0 時 30 分
診療時間 午前 9 時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
4 月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
4 月 2 日（日） 内科
4 月 9 日（日） 内科
4 月 16 日（日） 内科・小児科
4 月 23 日（日） 内科・小児科
4 月 29 日（土・祝） 内科
4 月 30 日（日） 内科

※ 3 月分については広報れんけい 2 月号をご覧
　ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　　　☎ 0774・73・9988（直通）
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保健・福祉保健・福祉

　『がんと診断されて頭が真っ白』『誰かに話を聞いてもらいたい』など、がんに関わる様々な相談をお受けする窓口と
して、京都府山城南保健所にて出張相談をおこないますのでご利用ください。

日　時　３月７日（火）　午後１時〜３時 30 分
場　所　京都府山城南保健所
相談員　京都府がん総合相談支援センターの
　　　　保健師又は看護師
相談料　無料
予　約　実施日の前日午後４時までに下記フリーダイヤルへお申込みください。

　　　　京都府がん総合相談支援センター（京都市南区東九条下殿田町 43 メルクリオ京都２階）
　　　　☎０１２０・０７８・３９４（フリーダイヤル）

　京都府がん総合相談支援センターでは電話及び対面相談を、
月～金（祝日・年末年始を除く）午前９時～正午、午後１時
～午後４時に実施していますので、こちらもご利用ください。

出張がん個別相談会のおしらせ

平成 29 年度「福祉タクシー利用券」を交付します
　外出困難な障がいのある方が、タクシーを利用される際の料金の一部を助成する事業をおこなっています。次の内容
をご確認のうえ、対象となる場合はご申請ください。（毎年申請が必要です）なお、平成 28 年度の「福祉タクシー利用
券（鶯色）」は、4 月 1 日以降は使用できませんのでご注意ください。

対　象
　町内にお住まいで次の障害者手帳等の交付を受けている在宅の
方（病院へ入院中の方含む）で、申請の日の属する年度（申請の
日の属する月が 4 月から 6 月までの場合にあっては、前年度）分
の所得税額を世帯で合算した額が 39 万 7 千円以下の方

障害の区分 障害の程度

視覚障害 1・2 級

下肢または移動機能障害（上肢 1・2 級かつ下肢 3 級の方を含む） 1・2 級

体幹機能障害 1・2 級

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸及び小腸機能障害 1 級

療育手帳 A 判定

利用券交付額
年間 12,000 円分のタクシー利用券を交付します。

（月額 1,000 円分）
交付後から平成 30 年 3 月 31 日までご利用いただ
けます。
ただし、5 月以降に申請をされた場合は申請の当月
からの月割り交付となります。

申請に必要なもの
　・印鑑
　・身体障害者手帳または療育手帳
申　込　3 月 13 日（月）～
問合せ　笠置町保健福祉課　☎ 0743・95・2301（代表）

献血のおしらせ 〜あなたのやさしさ待っています〜

子どもから大人までの『足の健康測定会』をおこないます（無料）

　毎年、冬から春先にかけて輸血用血液が不足がちになります。今年は、インフルエンザの流行や大雪の影響もあり、
いつも以上に輸血用血液の確保が難しくなっています。なかでも、A 型の輸血用血液の確保に苦慮していますので、特
に A 型のみなさん、400mL 献血へのご協力をお願いいたします。

実施日時と場所　3 月 23 日（木）　午前 10 時 15 分〜正午　笠置町役場
献血出来る方　男性 17 〜 69 歳、女性 18 〜 69 歳で男女とも体重 50㎏以上の方。

※ 65 歳以上の方の献血については、献血いただく方の健康を考慮し、60 〜 64 歳の間に献血経験がある方に限ります。
※輸血や臓器の移植を受けたことのある方はご遠慮ください。
※献血カードで、献血可能日をご確認ください（特に女性は、献血の可能量が年間 800ml までとなっています）。

持ち物　献血カード　または　免許証など本人確認ができるもの
問合せ　笠置町保健福祉課　☎ 0743・95・2301（代表）

どんなことも土台が大事！ヒトの身体も足元から！
〜自分の足のこと、家族の足のことを知ってみませんか？〜
日　時　3 月 12 日（日）午前 11 時〜午後 4 時　 
場　所　�わかさぎ温泉笠置いこいの館（「山城南子育てフェスタ EAST」会場において）
対　象　乳幼児から高齢者
内　容　�靴下を脱ぐだけの簡単な測定です。専門家からのアドバイスも受けられます。
問合せ　笠置町保健福祉課　☎ 0743・95・2301（代表）

9



「笠置 ROCK ！」完成記念上映会
　笠置町のみなさんにご協力をいただいた地方創生事業の笠置町プロモーション映画、「笠置 ROCK!」の
完成を記念して、3 月 26 日（日）に笠置町産業振興会館 2 階ホールで笠置町のみなさんを対象に上映会を
開きます。
　ご出演いただいた笠置町の
みなさん（メインキャスト以
外にも笠置音頭やエキストラ
等）の名演技をぜひご覧くだ
さい。
　上映会は午前 10 時〜、午
後 1 時 30 分〜で、入場料無
料です。送迎バスを運行しま
すので、詳しくは各戸配布の
チラシをご覧ください。

オープニングイベント

さ く ら 茶 会
京
都
府
南
部 

山
城
地
域
の

12
市
町
村
が
舞
台

お
茶
の
京
都
博

二
〇
十
七
年
四
月
開
宴

問合せ　お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付）　☎ 075・414・4529

お茶の京都博のさくらイベント
・宇治川さくらまつり（宇治市）
・京田辺市花見 week2017（京田辺市）
・井手町さくらまつり（井手町）
・木津川の流れ橋、桜づつみ、浜茶をめぐるウォーク（城陽市）
・南山城村農林産物直売所さくらまつり（南山城村）
・笠置さくらまつり（笠置町）
・地域が元気！さくら福祉まつり（宇治田原町）

笠置町シーズンイベント
「さくらまつり」
日　時　4 月 9 日（日）午前 10 時〜
場　所　笠置キャンプ場
問合せ　笠置町企画観光課　☎ 0743・95・2301（代表）

道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」
オープンイベント

「お茶の京都イーストゲートオープンフェス」
日　時　4 月 15 日（土） 午前 9 時～
場　所　南山城村大字北大河原内

日時　4 月 1 日（土）・2 日（日）午前 10 時～午後 4 時
場所　淀川河川公園背割堤地区［八幡市］
会場へは公共交通でお越しください。

▶無料バス「かぐや姫・さくら周遊バス」運行
　向日市 、長岡京市、大山崎町の JR・阪急の主要駅→八幡市（さくらであい館）
京阪八幡市駅、JR 山崎駅からレンタサイクルが利用できます。

観光・イべント観光・イべント

笠置音頭を踊る笠置町のみなさんボルダリング大会の撮影風景

イメージ図
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安心・安全安心・安全
　
「
消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」　

を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
掲
げ
、
３
月
１
日
（
水
）
か

ら
７
日
（
火
）
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
に
春
季
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生
し
や
す

い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
等
の
死
傷
事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。
こ
の
火
災
予
防
運
動
を
機
会
に
み
な
さ
ん
の

家
庭
で
も
今
一
度
、
防
火
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
火
災

予
防
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

「
大
切
な
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
」

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

72･

２
１
１
９

http://w
w

w
.sourakuchubu119-kyoto.jp

　

２
月
５
日
（
日
）
に
京
都
府
知
事
消
防
表
彰
式
が
京

都
市
内
で
お
こ
な
わ
れ
、
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
か
ら

次
の
方
々
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

笠
置
町
消
防
団

　
　
　

精
励
章

　
　
　
　
　

第
６
部　

部
長　

植
田 

勝
秀

　

和
束
町
消
防
団

　
　
　

永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　
　

湯
船
分
団　

分
団
長　

中
西 
拓
二

　
　
　

精
励
章

　
　
　
　
　

東
分
団　

副
分
団
長　

矢
野　

馨

　

１
月
27
日
（
金
）、
和
束
町
園
の
天
満
宮
に
お
い
て
、

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
に
よ
る
防
火
訓
練
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
財
防
火
訓
練
は
、
１
月
26
日
の
文
化
財
防

火
デ
ー
に
ち
な
ん
で
全
国
各
地
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
の
防
火
意
識
や
文
化
財
愛
護
思
想
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
天
満
宮
北
側
の
杉
林
か
ら
出
火
し
た
と

想
定
し
、
初
期
消
火
後
、
消
防
署
が
通
報
を
受
け
消
火

活
動
を
お
こ
な
う
と
い
っ
た
流
れ
で
、
天
満
宮
関
係
者

や
文
化
財
保
護
委
員
ら
が
見
守
る
中
、
真
剣
な
面
持
ち

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
文
化
財
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
、
今
後

も
防
火
活
動
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

1
月
17
日
（
火
）
か
ら
1
月
23
日
（
月
）
に
か
け
て
、

京
都
府
下
に
お
い
て
、 

　

○　

息
子
な
ど
親
族
を
騙
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
・
3
件　

予
兆
電
話
・
29
件

　

○　

警
察
官
等
を
騙
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
・
1
件　

予
兆
電
話
・
24
件

　

○　

架
空
請
求
詐
欺

　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
・
1
件　

予
兆
電
話
・
4
件

　

○　

還
付
金
等
詐
欺

　
　
　
　
　
　
　
　

被
害
・
1
件　

予
兆
電
話
・
3
件

　
　
　
　

合
計　
　

被
害
・
6
件　

予
兆
電
話
・
60
件

を
認
知
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
状
況
等
を
受
け
、
京
都
府
警
に
お

い
て
、
1
月
24
日
（
火
）
か
ら
2
月
3
日
（
金
）
ま
で

の
間
、京
都
府
下
全
域
を
対
象
に「
特
殊
詐
欺
特
別
警
報
」

を
発
令
し
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
た
被
害
の

未
然
防
止
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
も
続
発
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  

京
都
府
警
察
本
部
刑
事
部
刑
事
企
画
課
企
画
係

（
特
殊
詐
欺
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

 

問
合
せ　

刑
事
企
画
課
企
画
係

 　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
5
1
・
9
1
1
1

　
　
　
　
（
内
線
4
0
2
1
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

京
都
府
知
事
消
防
表
彰
式

守
り
継
ぐ
地
域
の
文
化
財

～
文
化
財
防
火
訓
練
～

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

〜
振
り
込
む
前
に
警
察
・
家
族

に
必
ず
相
談
〜

消防士による放水

山火事予防運動 春は気象条件により山火事が発生しやすい時期にあたることから、相楽中部消防組合消防本部に
おきましては４月１日から７日までを「山林防火運動」期間と定め山火事予防を呼びかけます。

�



おしらせおしらせ
き
ら
め
き
女
性
学
講
座
管
外
研
修

『
梅
だ
よ
り

〜
天
神
さ
ん
か
ら
京
さ
ん
ぽ
』

実
施
日　

3
月
23
日
（
木
）

時　

間　

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
30
分

行
き
先　

京
都
市
内

集
合
場
所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

南
山
城
村
文
化
会
館

内
　
容　

①
「
北
野
天
満
宮
」
境
内
散
策

　
　
　
　

②�

昼
食
「
上
七
軒　

ゆ
う
」 

（
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
ン
チ
）

　
　
　
　

③�

「
川
勝
總
本
家 

本
店
」に
お
い
て　

漬
物
体
験

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

5
6
6
0
円
（
昼
食
代
・
体
験
料
）

定　

員　

先
着
18
人

申
込
受
付　

3
月
9
日
（
木
）
〜
15
日
（
水
）

　
　
　
　

※�

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日

を
除
く
）

　
　
　
　

※�

お
1
人
に
つ
き
、
1
件
の
申
込
に

限
る

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

�

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

『
お
散
歩
撮
影
会
』

〜
春
の
笠
置
を
撮
ろ
う
〜

実
施
日　

4
月
2
日
（
日
）

時　

間　

午
前
9
時
〜
正
午

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館　

2
階　

和
室

講　

師　

宮
嶋
靖
典
さ
ん

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
　
　
　
（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
10
人

持
ち
物　

�

カ
メ
ラ
（
種
類
問
わ
ず
）、
筆
記
用
具
、

折
り
畳
み
傘
、
S
D
カ
ー
ド

申
込
受
付　

3
月
16
日
（
木
）
〜
24
日
（
金
）

　
　
　
　

※�

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

�

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
英
会
話
教
室
』

◦
和
束
町
教
室

実
施
日　

３
月
６
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ー
ト
先
生

◦
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

３
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

ケ
ン
ダ
ル
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

実
施
日　

３
月
４
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

参
加
対
象　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

３
月
16
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

山
根
光
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
者

講
　
座

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

『
京
都
府
南
部
に
お
け
る
宇
治
茶

生
産
・
加
工
販
売
と
関
連
遺
産

～
主
に
山
城
各
地
の
文
化
的
景
観
の
調

査
と
修
理
事
業
か
ら
～
』

内　

容　

文
化
財
に
関
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
身

　
　
　
　

近
な
話
題
を
提
供
し
、
文
化
財
へ
の

　
　
　
　

理
解
を
深
め
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

　
　
　
　

め
の
連
続
講
座
で
す
。

　
　
　
　

今
年
度
最
終
回
（
第
10
回
目
）。

日　

時　

３
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

講　

師　

京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課

　
　
　
　

吹
田
直
子　

副
主
査

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

 

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

問
合
せ　

京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館　

総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
86
・
５
１
９
９

　
　
　
　

０
７
７
４
・
86
・
５
５
８
９

第
33
回 

き
ょ
う
と
健
や
か
21 

in 

相
楽

相
楽
医
師
会
　
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

尿
酸
値
が
高
い
？

～
か
く
さ
れ
た
腎
臓
病
～

内　

容

　

講
演　
『
そ
の
痛
み
、
痛
風
で
す
か
？
』

　
　
　
　

～
足
の
お
話
、
い
っ
ぱ
い
し
ま
す
～

　
　
　
　

山
本
整
形
外
科
院
長　

山
本
浩
二
先
生

　
　
　
　
『
痛
い
だ
け
で
は
す
ま
な
い　

尿
酸
の
話
』

　
　
　
　

八
田
内
科
医
院
院
長　

八
田
告
先
生

　
Ｑ
＆
Ａ　

�

専
門
医
が
み
な
さ
ん
の
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

日　

時　

３
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
（
開
場
午
後
１
時
）

場　

所　

関
西
光
科
学
研
究
所 
多
目
的
大
ホ
ー
ル

　
　
　
　

京
都
府
木
津
川
市
梅
美
台
８
丁
目
１

　
　
　
　

番
地
７
（
き
っ
づ
光
科
学
館
ふ
ぉ
と

　
　
　
　

ん
隣
）、
駐
車
可

参
加
費　

無
料

定　

員　

先
着
１
５
０
人

　
　
　
　

※
座
席
の
都
合
上
、
定
員
に
な
り
次

　
　
　
　

第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申　

込　

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
い
た

　
　
　
　

だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

株
式
会
社
三
和
化
学
研
究
所　

京
滋
支
店

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
６
０
３
・
３
３
２
２

　
　
　
　

０
７
５
・
２
１
１
・
２
７
１
５

　

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・日
・
祝
日
を
除
く
）

笠
置
町
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
タ
ウ
ン

　

笠
置
町
を
ま
ち
あ
る
き
し
て
、
笠
置
町
の
魅
力

を
み
ん
な
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
百
科
事
典
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
に
書
き
加
え
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

3
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

問
合
せ
・
申
込
み

　
　
　
　

コ
ー
ド
フ
ォ
ー
山
城
（
青
木
）

　
　
　
　

☎
０
５
０
・
３
５
８
０
・
８
０
６
５

　
　

 aokigislab@
gm

ail.com

　
　

 http://w
ikipediatow

nkasagi01.

　
　
　

 peatix.com

癒
し
の
和
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

〜
お
箏
（
こ
と
）・
三
味
線
・
尺
八
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
〜

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
和
楽
器
の
音
色
を
お
届

け
し
ま
す
。
子
守
唄
・
砂
山
な
ど
親
し
み
や
す

い
名
曲
を
地
元
サ
ー
ク
ル
と
共
に
演
奏
し
ま
す
。

実
施
日　

３
月
12
日
（
日
）

時
間
・
場
所�　

午
前
の
部　

午
前
10
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後
2
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　

南
山
城
村
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

　
　
　
　

※�

ど
ち
ら
も
終
演
後
、
お
箏
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す
。

出　

演　

�

山
口
秋
月
・
山
口
朋
子
・
米
倉
慶
流
・

そ
の
他 

朋
の
会
・
和
束
町
箏
サ
ー
ク
ル
・

催
　
し

お
し
ら
せ

おわびと訂正：1 月号で下記のとおり間違いがありましたので、訂正してお詫びいたします。
　　　　　　　7 ページ「人権擁護委員委嘱状伝達式」の委員
　　　　　　　寺坂　良子さん（誤）　→　寺阪　良子さん（正）

�



おしらせおしらせ

和
み
会
・
南
山
城
村
邦
楽
の
会
・
夢
絃

料　

金　

無
料

問
合
せ　

�

☎
0
7
7
4
・
78
・
2
2
4
6
（
今
西
）

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
4
6
（
西
部
）

相
楽
東
部
広
域
連
合
社
会
教
育
委
員

の
公
募
に
つ
い
て

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
の
社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い

て
、
広
く
管
内
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
左

記
の
と
お
り
相
楽
東
部
広
域
連
合
社
会
教
育
委
員
の
公

募
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
数　

公
募
に
よ
る
募
集
委
員
は
1
人

任　

期　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら

　
　
　
　

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

開
催
回
数　

�

年
4
回
程
度
（
1
回
の
協
議
時
間
は
、
2
時

間
程
度
で
す
。）

協
議
事
項　

ア　

社
会
教
育
の
振
興
に
係
る
提
案

イ　

社
会
教
育
推
進
体
制
へ
の
提
案
等

ウ　

�

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
環

境
づ
く
り
の
推
進
に
係
る
提
案
等

エ　

�

そ
の
他
社
会
教
育
事
業
に
対
す
る
意
見

や
評
価
等

報
酬
等　

�

社
会
教
育
委
員
会
議
に
出
席
さ
れ
た
時
に

は
、
規
定
の
報
酬
額
及
び
旅
費
（
往
復
の
交

通
費
）
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

応
募
で
き
る
方

　

応
募
者
の
資
格
は
、
次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
と
し
ま
す
。

　

ア　

�

相
楽
東
部
広
域
連
合
管
内
（
笠
置
町
・
和
束

町
・
南
山
城
村
）
に
居
住
又
は
通
勤
・
通
学

さ
れ
て
い
る
方

　

イ　

平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
方

　

ウ　

社
会
教
育
に
つ
い
て
の
関
心
が
あ
る
方

　

エ　

�

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び
公
務
員

で
な
い
方

　

オ　

�

相
楽
東
部
広
域
連
合
が
現
に
設
置
す
る
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
方

応
募
方
法

　

�　

次
の
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

● �

相
楽
東
部
広
域
連
合
社
会
教
育
委
員
応
募
申
込
書

（
別
紙
様
式
）

　

�　

応
募
申
込
書
は
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員

会
ま
た
は
最
寄
り
の
教
育
委
員
会
各
分
室
で
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
応
募
申
込
書
」

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
間

　

�　

平
成
29
年
3
月
1
日
（
水
）
か
ら
平
成
29
年
3
月
15

日
（
水
）
ま
で
（
左
記
の
応
募
先
に
持
参
い
た
だ
く
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
の
場
合
、当
時
の
消
印
有
効
）

選
考
方
法

　

�　

提
出
さ
れ
た
書
類
に
基
づ
き
選
考
委
員
会
で
1
次

選
考
を
お
こ
な
い
、
1
次
選
考
通
過
者
に
対
し
て
面

接
に
よ
る
2
次
選
考
を
実
施
し
ま
す
。
面
接
日
に
つ

い
て
は
、
お
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

選
考
結
果
の
通
知

　

�　

応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
郵
送
に
よ
り
お
し
ら
せ
し

ま
す
。

応
募
（
問
合
せ
）

　

〒
６
１
９ｰ

１
２
０
５

　

京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23
番
地
の
1

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5
（
直
通
）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集
に 

つ
い
て
（
南
山
城
村
）

　

高
尾
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数　

1
人

業
務
内
容　

�

携
帯
用
端
末
（
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ

ル
）
を
用
い
た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
業
務
。

　
　
　
　

�

南
山
城
村
給
水
条
例
に
基
づ
き
、
委

託
契
約
と
し
て
作
業
に
従
事
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

委
託
期
間　

�

平
成
29
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月

　
　
　
　

ま
で
（
以
後
、
年
度
毎
に
更
新
）

委
託
料　

�

検
針
1
件
あ
た
り
1
1
0
円

　

※
委
託
契
約
の
た
め
、
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
は
無
。

応
募
資
格  

（
1
）�

南
山
城
村
に
住
所
を
有
し
、
心
身

と
も
に
健
康
な
方

　
　
　

  

（
2
）�

委
託
契
約
時
に
満
70
歳
未
満
の
方

　
　
　

  

（
3
）�

普
通
自
動
車
免
許
又
は
原
動
機
付

自
転
車
免
許
等
を
有
し
、
自
家
用

車
で
検
針
可
能
な
方

応
募
方
法　

�

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
り
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
南
山
城
村
建
設

水
道
課
ま
で
持
参
又
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
限　

３
月
15
日
（
水
）
必
着

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

3
月

14
日
（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

24
日
（
金
）
笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

3
月

15
日
（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

17
日
（
金
）
童
仙
房
公
民
館

24
日
（
金
）
高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時

３
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象　

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

　
　
　
　

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ

　
　
　
　

る
方
と
そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
３
月
15
日

　
　
　
　
（
水
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

　
　
　
　

�

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９ｰ

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
面
接

面
接
日
時　

３
月
下
旬
頃

　
　
　
　

※
対
象
者
に
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
合
せ　

南
山
城
村
建
設
水
道
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
0
1
0
6
（
直
通
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

３
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
相
談
）

　
　
　
　

総
務
財
政
課
（
行
政
相
談
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１
（
代
表
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

３
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
役
場

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１
（
代
表
）

人
権
相
談
（
和
束
町
）

実
施
日　

３
月
27
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

３
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

３
月
21
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

所　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※
無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

相
　
談

募
　
集

ご寄附ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。（平成 29 年 1 月受付）。敬称略
　氏　名：井ノ下　拓也　　住　所：大阪府大阪市　　寄附金：30,000 円
　ありがとうございました。お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

�



おしらせおしらせ

小 中 学 校 の 卒 業 式 ・入 学 式

−映画『シング ･ストリート 未来へのうた』上映会−
日　時　３月 18 日（土）　①日本語吹替え　午後 2 時 30 分～

②字幕　午後 6 時 30 分～（いずれも 30 分前、開場）
場　所　南山城村文化会館 やまなみホール
入場料　前売り　1,000 円（当日　1,300 円）
主　催　南山城村
問合せ　南山城村文化会館　やまなみホール
　　　　☎ 0743・93・0560

　1985 年、大不況のダブリン。
　どん底の毎日を過ごしている少年がバンドを組み、PV のゲリラ撮影を重ねる
うちに、切ない恋と友情が加速し、傷つきながらも成長していく姿を描いた作品。
　デュラン・デュラン、A-ha、ザ・クラッシュ、ザ・ジャム ･･･
　80 年代ブリティッシュ・サウンドにのせて、音楽が運命を切り開く力をくれ
る瞬間を鮮やかに切り取る、青春音楽エンタテインメントの傑作 !!

上映時間 106分

　相楽東部広域連合管内の小・中学校では、平成 29 年度の土曜日を活用した教育活動を下記日程のとおり実施します。
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

平成 29 年度 管内小・中学校土曜教育活動計画のお知らせ

土曜日を活用した教育活動計画（予定）

学校名 学期 実施日（土曜日）

笠置小学校
1 学期 5 月 20 日、7 月 1 日
2 学期 11 月 25 日、12 月 16 日
3 学期 2 月 17 日

和束小学校
1 学期 5 月 13 日、6 月 24 日
2 学期 11 月 4 日、11 月 25 日
3 学期 2 月 17 日

南山城小学校
1 学期 6 月 17 日、7 月 8 日
2 学期 11 月 25 日、12 月 16 日
3 学期 2 月 24 日

学校名 学期 実施日（土曜日）

笠置中学校

1 学期 5 月 27 日

2 学期 9 月 2 日、10 月 28 日、
12 月 16 日

3 学期 1 月 20 日

和束中学校
1 学期 5 月 13 日、6 月 10 日
2 学期 9 月 2 日、11 月 4 日
3 学期 2 月 24 日

※土曜教育に伴う振替休業や給食はありません。
※実施日は現段階での計画であり、変更する場合があります。
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就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

　

地
域
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る 

し
ょ
う
が
い
者

の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

就
職
に
つ
い
て
の
相
談
と
情
報
の
提
供
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

相
談
会
は
、
毎
月
２
回
開
い
て
い
ま
す
。（
毎

月
第
２
・
第
４
火
曜
日
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

日　

時

３
月
14
日
（
火
）・
28
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
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所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料

問
合
せ　

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
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「
あ
ん
」
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※
相
談
会
以
外
の
日
で
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

　

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　NHK-BS プレミアムで放送予定
の、「にっぽん縦断 こころ旅（2017
春の旅）」番組へのおたよりをお
願いします。
　3 月 27 日、四国の高知県をス
タートし、愛媛、広島、岡山、兵
庫、京都から日本海に抜け、福井、
石川、富山、新潟と日本海を北上
し北海道を目指します。
　番組では、みなさんからのお手
紙で旅のルートを決定するため、
笠置町・和束町・南山城村内の「忘
れられない場所、風景」にまつわ
る手紙を募集しています。
京都府の放送予定
　　　5 月 8 日（月）〜 5 月 12 日（金）
応募期限　3 月 27 日（月）必着
応募内容　�住所・氏名・電話番号・性別・

年齢・思い出の場所・風景
にまつわるエピソード

応募方法　�番組ホームページ　
　　　　　www.nhk.or.jp/kokorotabi/
　　　　　FAX　03・3465・1327
　　　　　郵送　〒 150-8001
　　　　　　　　NHK「こころ旅」係
問合せ　　NHK ふれあいセンター
　　　　　☎ 0570・066・066 または
　　　　　☎ 050・3786・5000

おたよりのご応募
お願いします

卒業式 入学式
小学校　3 月 17 日（金）
中学校　3 月 14 日（火）

小学校　4 月 7 日（金）
中学校　4 月 10 日（月）

© 2015 Cosmo Films Limited. All Rights Reserved
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★ Pick UP ★
　「手のひらの京（みやこ）」
　綿矢りさ 著

　「なんて小さな都だろう。私はここが
好きだけど、いつかきっと旅立つときが
くる。」
　生まれ育った土地　京都を舞台に、家
族へのつきせぬ思い、かけがえのない
日常に宿る幸せ。人生に恋に悩みながら
もまっすぐ生きる三姉妹を描く現代版 

『細雪』です。
☆３町村のどなたでも借りられます。　最寄の図書室でリクエストしてください。

図書室図書室 消費者生活消費者生活

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）　
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相
談
は
無
料
で
す
。　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

住　

所　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
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庁
舎
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Ｒ
木
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東
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）
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話
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み
）

Q 

10
日
ほ
ど
前
に
、
動
画
サ
イ

ト
閲
覧
の
未
納
料
金
が
あ
る
と
い

う
メ
ー
ル
が
届
き
、
問
合
わ
せ
先

と
書
か
れ
た
連
絡
先
に
電
話
を
か

け
た
と
こ
ろ
料
金
の
支
払
い
を
求

め
ら
れ
た
。
心
当
た
り
は
な
か
っ

た
が
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
に

な
る
と
強
い
調
子
で
迫
ら
れ
た
の

で
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
コ
ン
ビ

ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入

し
て
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
番

号
を
写
真
に
撮
っ
て
相
手
に
送
っ

て
し
ま
っ
た
。騙
さ
れ
た
と
思
う
、

返
し
て
ほ
し
い
。
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30
歳
代　

女
性
）

A
「
業
者
に
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
や
架
空
請

求
等
に
よ
り
料
金
を
請
求
さ
れ
、

そ
の
支
払
手
段
と
し
て
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
の
購
入
を
指
示
さ
れ
、

要
求
さ
れ
る
ま
ま
に
カ
ー
ド
に
記

載
さ
れ
た
番
号
等
を
伝
え
て
し

ま
っ
た
」
と
い
っ
た
手
口
の
詐
欺

を
プ
リ
カ
詐
欺
と
い
い
ま
す
。

　

相
手
か
ら
購
入
を
指
示
さ
れ
る

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
サ
ー
バ
型

と
呼
ば
れ
、
発
行
会
社
の
管
理
す

る
サ
ー
バ
に
そ
の
価
値
が
記
録
さ

れ
て
い
る
た
め
、
カ
ー
ド
自
体
に

価
値
が
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
そ

の
番
号
を
伝
え
る
こ
と
は
購
入
し

た
価
値
（
購
入
し
た
金
額
分
の
価

値
）
を
そ
の
ま
ま
相
手
に
渡
す
の

と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

相
談
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
相
手

に
番
号
を
伝
え
て
か
ら
時
間
が

経
っ
て
し
ま
う
と
、そ
の
価
値
は
、

す
で
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
取
り
戻
す
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
す
。

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
番
号
等
を

教
え
る
の
は
お
金
を
払
う
こ
と
と

同
じ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、

絶
対
に
番
号
等
を
教
え
な
い
よ
う

に
し
て
、
万
が
一
伝
え
て
し
ま
っ

た
場
合
は
時
間
を
置
か
ず
に
、
す

ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で
支
払
わ
せ
る
詐
欺

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

和束町体験交流センター図書室より
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　３月26日（日） 午前 10時30分～　　場　所　和束町体験交流センター

☆『お話しを絵にしよう』の作品展示について
　好きな本（自分の持っている本、または図書室で借りた本）を読んで、感じたこと、思ったことを絵に
表現した参加各品（力作）を展示しています。
　日程・場所は、下記のとおりです。ご家族で、ぜひご観覧ください。
　日程・場所　２月下旬～３月中旬まで　和束町役場１階 住民ホール

今月の新着図書
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　置　町

一般書

何様 朝井　リョウ

紙の動物園 ケン・リュウ

温泉はなぜ体にいいのか 松田　忠徳

児童書

「悩み部」の成長と、その緊張。 麻希　一樹

うみのとしょかん 葦原　かも

夢は牛のお医者さん 赤羽　じゅんこ

和　束　町

一般書

総理の夫 原田　マハ

山猫珈琲　上巻 湊　かなえ

温泉はなぜ体にいいのか 松田　忠徳

児童書

だれもしらないヒーロー きむら　ゆういち

パンダなりきりたいそう いりやま　さとし

しょうじき 50 円ぶん 長野　ヒデ子

南山城村

一般書

手のひらの京（みやこ） 綿矢　りさ

桜風堂ものがたり 村山　早紀

ねことじいちゃん ① ② ねこ　まき

児童書

くらのそとのお針箱 水沢　いおり

ぼくのにいちゃん　すごいやろ ! くすのき　しげのり

あおのじかん イザベル・シムレール

図 書 室
　 だ よ り

�
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● 　笠　置　町　●
人　口　1,425 人　（-5）
世帯数　　649世帯（＋2）

　〒619-1303　京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
TEL：0743・95・2301
FAX：0743・95・2961
http://www.town.kasagi.lg.jp/

● 　和　束　町　●
人　口　4,163 人　（-7）
世帯数　1,719 世帯（-2）

　〒619-1212　京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
TEL：0774・78・3001
FAX：0774・78・2799

http://www.town.wazuka.lg.jp/

● 　南山城村　●
人　口　2,878 人　（-3）
世帯数　1,260 世帯（-3）

　〒619-1411　京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
TEL：0743・93・0101
FAX：0743・93・3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人口・世帯数（平成29年 2月 1日現在）３町村人口

笠置町・和束町・南山城村、３町村をつなぐ広報紙

環　境環　境

南
みなみ

　嵐
あら

太
た

くん（右）と南
みなみ

　緑
ろく

人
と

くん（左）
　　南山城村　田山
　　平成 28 年 9 月 19 日生
　　あらあらアラチャンとコジコジです◎

未来にはばたけ　元気な子！

平成 29年 4月1日から、ペットボトルの分別区分が変わります。
　料理酒やクッキングワイン等のアルコール発酵調味料が充填された PET 製
容器の区分が「プラスチック製容器包装」から「ペットボトル」へ変わります。

　ただし、同じ商品でも製造された時期によって、リサイクル識別表示マーク
が異なる場合があります。リサイクル識別表示マークのとおり分別・排出して
ください。

プラスチック製容器包装 ペットボトル

➡
容器包装リサイクル法において

「ペットボトル」区分に該当するもの

　◦清涼飲料
　◦酒類
　◦しょうゆ
　◦乳飲料等（ドリンクタイプ発酵乳・
　　乳酸菌飲料・乳飲料）
　◦その他調味料（しょうゆ加工品・
　　みりん風調味料・食酢・調味酢・
　　食用油脂を含まないドレッシング
　　タイプ調味料・アルコール発酵
　　調味料）

来月号（4月号）からの新コーナーについて
　以前からおしらせしているとおり、平成 27 年 4 月号
から続いてきた「未来にはばたけ元気な子！」のコーナー
は今月号（3 月号）を以って終了とさせていただきます。
これまでたくさんのご応募、ありがとうございました。
　来月号（4 月号）からは相楽東部 3 町村に移住された

“まちづくりや地域の活性化に貢献する人々”や地域に 
密着し、産業・農業等の分野で町村の発展のため“がん 
ばっている人々”を紹介していくコーナーの開始を予定
しております。募集要項や応募方法等の詳細については
来月号にて掲載をする予定ですので、ご覧ください。
問合せ　相楽東部広域連合総務課
☎０７７４・７８・０１２０
e-mail  rengou-soumu@rengou.jp

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課　　☎ 0743・95・2301（代表）　　　南山城村産業生活課　　　　☎ 0743・93・0105（直通）
和束町農村振興課　☎ 0774・78・3001（代表）　　　相楽東部クリーンセンター　☎ 0774・78・4153（直通）


